
  

 

 

 

  

 

 

令和三年度のスタートにあたって 

校長 長尾 信一 

令和三年度が始まりました。在校生保護者のみなさま、ご入学、進級おめでとうございます。地域の

みなさま、日ごろからお世話になっている多くのみなさま、今年度もどうぞよろしくお願いいたします。

１０８名の新入生を迎え、全校児童６４１名、２０学級での新年度スタートとなりました。 

昨年度は誰もがこれまで経験したことのない年でした。多くのものが中止や変更を余儀なくされると

ともに日常生活も大きく変わりました。そしてコロナウイルス感染症を防止するための取り組みは、こ

れからもしばらくは続いていくことになりそうです。学校生活も、学校行事も以前と同じには戻らない。

だからこそ「これからの教育活動」を創り出していく年にしなければと決意を新たにしているところで

す。 

どの教育活動についても今後の状況によって変更はあり得る、という前提での話となりますが、例え

ば、昨年度は運動会が実施できず、学年ごとに「スポーツの日」を設けて参観いただきました。今年度

は 5月 29日（土）の 1日で運動会を実施する予定ですが、学年を入れ替え、参観される方も入れ替え

制にして実施することを考えております。また、昨年度の実施ができず今年度に延期した学芸会は展覧

会に変更し 11 月に実施することとしました。学校公開も昨年度は教室での授業を見ていただくことが

できませんでしたが、今年度は時間や人数を制限した上で少しでも学校での様子をご覧いただけるよう

工夫していく予定です。このほかにも引き取り訓練や地域と連携した活動等、一つ一つの取り組みにつ

いて、そのねらいを実現するために実施方法を工夫しながら進めてまいります。 

さらに今年度はGIGAスクール構想の実施に伴い、全児童にタブレット端末が貸与され、授業や家庭

学習の日常的なツールとして活用していくことになります。どの教科のどのような場面でタブレットを

活用していくことが効果的なのかを検証しながら、積極的な活用を図ってまいります。詳細は追ってお

知らせいたしますのでご確認ください。 

また、西東京市では全市的に人権教育・西東京あったか先生の取り組みを推進しています。（市のホ

ームページもご覧ください）栄小はこれまでも、一人一人を大切にし、泣いている子がいれば寄り添い、

できるようになったことをともに喜び合える、そんな学級、学年、学校を目指してきました。今年度も

これを栄小のスタンダードとして継続するとともに、わかる授業づくりを重ね、子供たちにとってかけ

がえのない小学校生活が充実したものになるよう尽力してまいります。    

学校での毎日は子供の未来を拓き、幸福を追究していくための営みです。確かな学力を培い、協力し

て何かを成し遂げたり、人のために働いたりできる子供たちを育てていくことが私たちの責務だと考え

ています。ただ、これは学校の力だけではとてもできるものではありません。ご家庭の力、地域の皆様

の力があって初めて目指せるものです。心配なことがあったら相談してください。目指すものができた

ら応援してあげてください。子供たちが幸せに暮らしている将来をつくりあげる、という意味で目指す

ものは同じです。 

今年度も先行きが不透明なところはありますが、栄小の子供たちのために、「チーム栄」は全力で取

り組んでまいります。時差登校や健康カード、マスクの着用等引き続きお願いしなければならないこと

も多々ありますが、ご理解とご協力、そしてご支援を、どうぞよろしくお願いいたします。 
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